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会 報 

第14 号 

ありがとうは魔法のことば 
このシンボルマークは公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会が作成した「女性活躍促進に向け

たシンボルマーク」です。 

全国のシルバー人材センターの女性会員は、仕事に、ボランティアやサークル活動にと元気に活躍していま

す。会員でない方も、会員になって、自分色の花を咲かせていただきたいという思いを込めて、女性と花が

同化したシンボルマークが作成されました。 
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令和3年度 内　　　　　　　　　　容

4月20日（火） （町内）お花見又は茶話会

5月18日（火）
町職員による健康に関する
　　　健康講座（生活習慣病予防）

6月15日（火） うんどう教室

7月20日（火） 介護予防教室（介護予防の入門編）

8月17日（火） リハビリ教室

9月21日（火） 茶話会（次月の計画）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬
を
過
ご
し
た
サ
ナ
ギ
が
、
や
わ
ら
か
な
春
の
陽
ざ
し
を
浴
び
て
、
蝶
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
広
げ
た
羽
は
み
ず
み
ず
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
』
と
言
わ
れ
る
通
り
、
だ
ん
だ
ん
と
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
く
る
と
同
時
に
、

み
な
さ
ん
の
活
動
も
農
作
業
を
始
め
、
何
か
と
忙
し
く
な
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
今
頃
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
期
待
を
胸
に
、
楢
葉
町

か
ら
の
聖
火
リ
レ
ー
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
一
年
「
コ
ロ
ナ
・コ

ロ
ナ
」
と
一
日
足
り
と
て
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
な
か
っ
た
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

時
も
早
く
収
束
し
、
安
心
し
て
日
常
の
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、
会
津
美
里
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再

出
発
し
て
十
五
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
大
き
な
理
由
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
が
非
常
に

低
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
認
知
を
あ
げ
る
の
に
最
も
効
果
的
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
ク
チ
コ
ミ
に
よ
る
紹
介
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
今
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
満
足
し
な
け
れ
ば
、
新
し
い
会
員
な
ど
加
入
す
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
に
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
が
あ
り
ま
す
。
会
員
自

ら
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
助
け
合
い
な
が
ら
仲
良
く
就
業
す

る
組
織
で
す
。
シ
ル
バ
ー
で
の
働
き
方
は
、
「
生
き
が
い
を
得
る
た
め
の
就
業
」
を
目
的

と
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

基
本
は
、
安
全
・
安
心
就
業
、
地
域
で
活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
事
業
で
す
。
活
気
あ
ふ
れ

る
セ
ン
タ
ー
、
地
域
に
お
け
る
存
在
感
が
増
す
セ
ン
タ
ー
、
会
員
が
誇
り
を
も
っ
て
就

業
で
き
る
セ
ン
タ
ー
、
こ
の
よ
う
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

あ
い
さ
つ 

長
谷
川 

健
夫 

理
事
長 

令
和
三
年
度
の
上
半
期
「
ミ
セ
ス
倶
楽
部
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
出
鼻
を

く
じ
か
れ
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
就
業
だ
け

で
は
な
く
仲
間
づ
く
り
や
手
芸
、
茶
話
会
等
を

通
じ
て
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

引
き
続
き
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、
毎
月

第
三
火
曜
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

令和３年度上半期 「ミセス倶楽部 」のスケジュール 

お
し
ゃ
べ
り
や
茶
話
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
！ 
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来賓あいさつ   

参議院議員（シルバー人材センター活性化議員連盟）   片山さつき 氏   

厚生労働省職業安定局高齢者雇用対策課長        五百旗頭（いおきべ）千奈美 氏    

 

基調講演  

「人生 100 年時代をどう生きるか」 ～女性の元気は社会の元気～       

津田塾大学客員教授       村木 厚子 氏   

 

パネルディスカッション   

「女性が生涯活躍できる社会を目指して」    

 ～シルバー人材センター女性会員の活躍事例から～  

○コーディネーター  

奈良県 SC 協議会会長 宇田 秀子 氏 

○パネリスト 全シ協会長 金子 順一 氏         

焼津市 SC（静岡県）事務局長 山本 朋美 氏                    

角田市 SC（宮城県）事務局長 佐藤久美子 氏         

狛江市 SC（東京都）事務局長 池田あけみ 氏 

 

 大会アピール採択（次頁に掲載） 
（全シ協シルボンヌ全国大会アピール資料/月間シルバー人材センターより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルボンヌ全国大会開催される 

－IN TOKYO－（2020.11.25） 

2019（令和元）年、日本の高齢化率は 28.4%となっています。超高齢社会、「人生 100年時代」

と言われる中で、元気な高齢者が、同世代・次世代を支えるとともに、地域社会を支えていくことが

求められています。特に、高齢者人口の男女割合や就業率等からみて、女性のさらなる活躍が期待さ

れています。 

 全国の 1300を超えるシルバー人材センターでは、現在 23万人以上の女性会員が元気に活躍し

ています。このシルボンヌ全国大会を通じて、生涯現役を実践しているシルバー人材センターをより

多くの方に知っていただき、一緒に輝いていただきたいと考えています。 

 

※「シルボンヌ (Silbonne)」は、「シルバー（silver）」と「ボンヌ（bonne）」（フランス語で女性の「お

手伝い」「親切」「優れた」の意味）を合わせた造語です。 

 

目  的 

内  容 (大会は youtubeによりオンライン配信されました) 
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① 

健
康
に
留
意
し
交
通
安
全
で
元
気
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

② 

日
々
の
家
事
で
体
を
動
か
し
、
天
気
の
良
い
日
に
は
、
近
所
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
お
り

ま
す
。 

③ 

歌
や
踊
り
が
好
き
で
す
。
最
近
は
あ
ま
り
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
は
友
人
達
と
の

グ
ル
ー
プ
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
踊
り
を
披
露
し
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

④ 

様
々
な
仕
事
が
あ
る
の
で
、
私
で
も
ま
だ
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
是
非
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

⑤ 

人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
す
が
、
自
分
自
身
の
足
腰
が
も
う
少
し
良
く
な
れ
ば
介

護
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
仕
事
に
も
是
非
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルボンヌ全国大会 IN TOKYO 2020 大会アピール 

人生 100 年時代といわれる今、長くなった生涯をいかに生き生きと過ごすことができるかが誰にとっても大変重要なこととなっています。 

シルバー人材センターは、「自主・自立、共働・共助」の理念の下、高齢者が就業という形で地域社会に貢献し続けていくことで、健康寿命を延

ばし、もって次世代を支え、地域の活性化にも資することができるという事業であり、超高齢社会にあって、今まさにその真価が問われる時代と

なってきています。 

シルボンヌ全国大会は、シルバー人材センターの会員100万人達成計画の実現に向けて、女性会員を拡大するため、より多くの皆さんに女性

会員の活動を知っていただくことを目的として初めて開催いたしました。 

あいにく新型コロナウィルスの感染予防対策を講じての開催となりましたが、オンラインでの配信を行うなど広く皆さんにご参加いただける

よう工夫をいたしました。 

「ありがとうは魔法の言葉」というキャッチフレーズのとおり、会員、職員、利用者はじめすべての皆さんから感謝をしていただけるシルバー人

材センターを目指して、力を合わせ、心を合わせて大会アピールを宣言いたします。 

 

１ 超高齢社会において、一人一人が「居場所」と「役割」を持ち、生涯幸福感を持ち続けることができるために、シルバー人材センターをより多く

の皆さんに知っていただけるよう普及啓発に努めます。 

２ 高齢者の助け合い、子育て支援、空き家管理など地域課題や人手不足分野での就業を積極的に進め、地域社会への貢献を目指します。 

３ 多様化する女性の生涯の中で「就業」という選択肢があることをより多くの女性が認識し、行動できるよう、女性のエンパワーメント（能力開

花）につながる事業を推進し、女性会員を増やします。 

４ 会員 100 万人達成計画の実現に向けて、女性会員拡大を目標とした「シルボンヌ全国大会」を継続的に実施するとともに、女性役職員のネ

ットワークを構築するための「シルバー人材センター全国女性代表者会議」と連携して開催することを強く要望します。 

2020 年 11 月 25 日 

シルボンヌ全国大会実行委員会 

シルボンヌ全国大会 IN TOKYO 2020 大会アピール 

① 

今
年
七
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
が
、
第
一
に
健
康
、
第
二
に
健
康
、
第
三
に
丑
年
生
ま

れ
な
の
で
丑
の
様
に
ド
ッ
シ
リ
と
地
に
足
を
つ
け
て
、
何
事
に
も
急
が
な
い
で
余
裕
を
持

っ
て
一
年
間
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
。 

② 

必
要
以
上
に
体
に
無
理
を
さ
せ
な
い
。 

③ 

地
元
の
温
泉
入
浴
。 

④ 

同
年
代
よ
り
先
輩
の
方
々
が
大
変
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
同
じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
シ

ル
バ
ー
の
発
展
と
協
力
に
努
め
た
い
。 

⑤ 

特
に
な
い
が
、
一
年
間
を
通
し
て
医
者
と
仲
間
に
な
ら
な
い
様
に
し
た
い
。 

 

丑
年
生
ま
れ 

 
 

 

年
男
・
年
女 

➀
今
年
の
抱
負 

②
健
康
法 

③
趣
味
④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
感
じ
た
こ
と

⑤
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と 

栗
城 

嘉
和 

大
野 

す
い
子 
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＊ 

年 

男 

年 

女 

の 

皆 

さ 

ん 

＊ 

（ 

敬 

称 

略 

） 
大
竹
と
し
い 

 

大
野
す
い
子 

 

大
堀 

義
享 

 

春
日 

恵
一 

 
 

栗
城 

嘉
和 

坂
井 

節
子 

 
 

田
近
サ
イ
子 

 

中
井 

良
次 

 

長
岡 

寛
孝 

 
 

長
嶺 

 
 

徹 

福
島 

昌
洋 

 
 

星 

フ
ヂ
子 

 

松
崎
ヤ
ス
子 

 

真
部
タ
ミ
子 

 

武
藤 

勝
子 

村
田 

廣
美 

 
 

室
井 

栄
子 

 

室
井 

 
 

一 
 

目
黒 

カ
ツ 

 
 

谷
澤 

洋
一 

渡
部 

恭
子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
し
た
い
。 

② 

よ
く
食
べ
て
寝
る
事
、
そ
し
て
適
度
な
運
動
。 

③ 

働
く
事
、
旅
行
、
民
謡
を
唄
う
事
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
も
行
か
れ
ず
、
民
謡
の
大
会
、

発
表
会
も
出
来
な
か
っ
た
。
早
く
収
束
し
て
欲
し
い
。 

④ 

会
員
の
方
々
の
仕
事
の
綺
麗
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
商
品
か
な
と
？ 

そ
し
て
多
く
の
会
員
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
り
楽
し
く
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。 

⑤ 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
を
覚
え
た
い
。 

 

① 

物
も
大
事 

心
も
大
事 

じ
っ
と
し
た
ま
ま
で
は
何
も
始
ま
ら
な
い
。
働
い
て
探
し
て
一
歩

前
進
へ
。 

② 

毎
日
自
動
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
で
測
定
。
三
十
分
～
歩
行
（
最
初
に
考
え
た
健
康
法
） 

③ 

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
（
新
会
津
歌
謡
愛
好
会
ス
テ
ー
ジ
歌
人
、
全
会
津
歌
謡
協
会
）
。 

④ 

一
般
に
健
康
で
元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
で
き
お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
健
康
で
働
く
地

域
の
為
、
ま
た
自
分
の
為
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
す
。 

⑤ 

昨
日
ま
た
今
年
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
不
測
の
事
態
に
対
応
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
総
会
に
多
く
出
席
し
て
取
組
み
学
び
ま
す
。
強
い
信
念
を
持
っ
て
。 

① 

釣
り
が
好
き
で
、
以
前
か
ら
ど
う
し
て
も
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
川
が
全
国
に
あ
り
ま
す
の

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
て
、
多
く
の
川
に
足
を
運
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

② 

出
来
る
だ
け
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

③ 

釣
り
。
歴
史
散
策
。 

④ 

会
員
の
皆
さ
ん
が
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
元
気
で
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
て
、
仕

事
に
取
組
み
地
域
貢
献
を
し
て
い
る
姿
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

⑤ 

国
内
の
世
界
遺
産
巡
り
。 

長
嶺 

 

徹 

真
部 

タ
ミ
子 

室
井 

 

一 

長
岡 

寛
孝 

① 

平
凡
だ
が
、
健
康
に
留
意
し
、
自
分
の
趣
味
や
運
動
が
で
き
、
又
人
と
の
触
れ
合
い
を
多
く
持

ち
健
康
寿
命
を
一
日
で
も
長
く
し
た
い
で
す
。 

② 

朝
夕
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
そ
し
て
健
康
吹
矢
を
続
け
る
こ
と
。 

③ 

水
彩
画
を
描
く
。
読
書
。 

④ 

初
め
は
、
事
務
局
員
と
し
て
関
わ
り
、
そ
し
て
後
会
員
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ

た
こ
と
は
、
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は
ま
さ
に
地
域
に
密
着
し
た
、
そ
し
て
や
り
遂
げ
た
後
の
感
謝

の
気
持
ち
を
受
け
ら
れ
る
や
り
が
い
が
直
に
伝
わ
っ
て
来
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
さ
ん
の
働
く
意
欲
に
元
気
を
も
ら
い
、
第
二
の
人
生
を
生
き
生
き
と
過
ご
さ
せ
て

も
ら
い
感
謝
感
謝
で
す
。 

⑤ 

書
道
に
挑
戦
し
た
い
。 

 

 

 ➀
今
年
の
抱
負 

②
健
康
法 

③
趣
味
④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
感
じ
た
こ
と

⑤
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と 

 

 

丑
年
生
ま
れ 

 
 

 

年
男
・
年
女 
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新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
） 

（
令
和
二
年
九
月
～
令
和
三
年
三
月
） 

 

十

二

村

美

枝

子

（
本

郷

） 

佐

瀬

 
 

和

義

（
新

鶴

） 
石

川
 

 

清

治

（
新

鶴

） 

大

竹

 
 

 

豊

（
高

田

） 

長

谷

川

智

子

（

新

鶴

） 

＊
新
規
会
員
募
集
中
！ 

ご
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！ 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と
何
年
ぶ
り

か
の
大
雪
で
新
年
が
明
け
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

康
管
理
に
注
意
さ
れ
て
日
々
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
あ
げ
ま
す
。 

 

今
年
も
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
協

力
を
頂
き
会
報
を
お
届
け
し
た
い
と
委

員
会
メ
ン
バ
ー
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。 

普
及
啓
発
委
員
長 

 

渡
部 

恭
子 

副 

委 

員 

長 
 

水
野 

健
夫

委

員 
 

浅
川 

直
宣 

委

員 
 

大
竹 

千
代 

委

員 
 

猪
股 

忠
静 

担

当 
 

猪
巻 

う
た 

 携帯電話のカメラで読み取ると

ホームページを見ることができ

ます。 

編 

集 

後 

記 

 

シ
ル
バ
ー
に
は
適
正
就
業
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！ 

 
◼

 

過
去
に
就
業
し
た
発
注
者
で
も
、
毎
年
就
業
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
セ
ン
タ
ー
が
受
注
し
、
多
く
の
会
員
の
方
に
就
業
機
会
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
発
注
者
が
会
員
を
選
定
、
配
置
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

会
員
が
会
員
を
選
定
、
配
置
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

◼
 

事
務
局
を
通
さ
ず
仕
事
を
受
け
た
り
、
直
接
交
渉
を
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が

入
っ
て
き
ま
す
。
今
一
度
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
の
仕
方
（
月
概
ね

十
日
程
度
ま
た
は
週
二
十
時
間
以
内
で
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
。
発
注
者
の

指
揮
命
令
を
受
け
な
い
等
）を
再
確
認
し
適
正
就
業
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◼
 

就
業
先
で
の
挨
拶
や
節
度
あ
る
対
応
を
し
、
ま
た
湯
茶
接
待
の
強
要
や
金
品
等

は
受
け
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

◼
 

シ
ル
バ
ー
は
就
業
を
確
約
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

一
定
の
収
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
シ
ル
バ
ー
就
業
に
は
不
向
き
で
す
。 

◼
 

安
全
就
業
に
努
め
な
い
場
合
や
ル
ー
ル
違
反
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
は

事
務
局
で
は
対
処
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

■
就
業
時
間
は
週
二
十
時
間
迄
■ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
左
記
で

も
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら
請
負
、
派
遣
業

務
共
に
週
二
十
時
間
以
内
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。 

発
注
者
や
派
遣
先
事
業
者
に
も
ご
理

解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
徹
底
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
恒
常
的
に
週
二
十
時
間
を
超
え
て

い
る
と
、
労
働
局
の
指
導
対
象
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

★
「配
分
金
明
細
書
」は 

毎
月
十
日
を
目
安
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
来
所
さ
れ
た
際
は
受
取
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
事
務
局
で
も
お
渡
し

す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま

す
の
で
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
） 

尚
、
郵
送
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
★ 


